
Abstract：このたび、第八回細谷賞の授賞対象論文に選んでいただいた論文の研究対

象である「高次元データに対するブートストラップ法」について、この研究テーマ

に取り組み始めた経緯について紹介する。講演者は、博士課程学生の頃から、金融

高頻度データを用いた先行遅行関係の解析という研究テーマに取り組んでいる。こ

の解析の実社会の問題への応用における課題の１つに、先行遅行関係の有無の検出

があった。今から 10 年ほど前に、その解決に高次元データに対するブートストラ

ップ法が適用可能であることに気づいたことが、この研究テーマに取り組み始めた

きっかけであった。このエピソードについて、講演者が先行遅行関係の解析という

テーマに興味を持った経緯も含めて紹介する。 


